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ソーラーシフトは進むのか？！
太陽光発電の動向を探る
特集

株式会社 和多屋別荘
注目企業を訪ねる

おりづるタワー屋上展望台
「ひろしまの丘」

好木心
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図１. 日本の電力需要の見込み

図2. 2040年の電源構成比率 図3.ぺロブスカイト太陽電池の
　　 開発動向と想定用途

図4. デュアルユースの例
         （営農型）

に
搭
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
国
土
交
通
省
で
も
、
住
宅
の

Ｚ
Ｅ
Ｈ
化
推
進
や
新
築
住
宅
の
太
陽
光
発

電
設
備
設
置
率
を
２
０
３
０
年
に
60
％
と

す
る
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
太
陽
光
発
電

の
普
及
は
今
後
も
進
む
と
予
測
さ
れ
ま
す
」

　

東
京
都
と
神
奈
川
県
川
崎
市
で
は
、

２
０
２
５
年
４
月
よ
り
新
築
住
宅
に
対
す
る

太
陽
光
発
電
導
入
の
義
務
化
を
開
始
す
る

な
ど
、自
治
体
で
の
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
る
。

第
三
者
所
有
モ
デ
ル
や

建
材
一
体
型
な
ど
に
注
目

　

太
陽
光
発
電
市
場
と
し
て
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ

依
存
か
ら
脱
却
し
、
Ｆ
Ｉ
Ｐ
制
度
や
Ｐ
Ｐ
Ａ

モ
デ
ル
が
拡
大
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

２
０
４
０
年
ま
で
に
再
エ
ネ
の

割
合
を
電
源
全
体
の
４
～
５
割
へ

　

脱
炭
素
に
向
け
た
動
き
は
世
界
的
に
加

速
し
て
お
り
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
由
来
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
減
ら
す
こ

と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
一
方

で
、
Ｄ
Ｘ
や
Ｇ
Ｘ
が
進
展
す
る
中
、
今
後

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
増
加
す
る
見
通
し

で
あ
り
（
図
１
）
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
以
下
、
再
エ
ネ
）の
利
用
促
進
が
不
可
欠
だ
。

  

「
脱
炭
素
だ
け
で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安

全
保
障
の
観
点
か
ら
も
再
エ
ネ
導
入
は
重

要
で
す
。
日
本
は
資
源
が
乏
し
く
火
力
発

電
の
原
料
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
ま
す
が
、

世
界
情
勢
が
不
安
定
な
昨
今
、
設
備
を
導

入
さ
え
す
れ
ば
自
前
で
発
電
が
可
能
な
再

エ
ネ
の
重
要
性
は
加
速
し
て
い
ま
す
。
国
も

再
エ
ネ
の
主
力
電
源
化
に
向
け
て
導
入
支

援
を
強
化
し
て
お
り
、
中
で
も
太
陽
光
発

電
に
よ
る
発
電
電
力
量
は
、
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
た
２
０
１
１
年
の
20
倍
以
上

と
、
他
の
再
エ
ネ
が
２
倍
程
度
の
中
、
圧
倒

す
る
増
加
率
を
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
国
土
面
積
当
た
り
の
太
陽
光
発
電
導

入
量
は
日
本
が
世
界
一
と
な
り
ま
し
た
が
、

発
電
電
力
量
に
占
め
る
太
陽
光
の
割
合
は
、

依
然
と
し
て
１
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
全
体
の
観
点
か
ら
は
、
さ

ら
な
る
設
置
拡
大
の
余
地
が
あ
り
ま
す
」

　

こ
う
話
す
の
は
、
太
陽
光
発
電
に
関
す

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
調
査
な
ど
を
行
う

株
式
会
社
資
源
総
合
シ
ス
テ
ム
の
杉
渕
氏
だ
。

　

２
０
２
３
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率

が
15
・
３
％
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力

開
発
機
構
）
諸
国
と
比
較
し
て
も
極
め
て

低
い
水
準
の
日
本
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
供
給
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
２
０
４
０
年
の
再
エ
ネ
比
率
を
全
体

の
40
～
50
％
と
す
る
見
通
し
を
示
し
た

「
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
で
は
、

再
エ
ネ
の
中
で
も
太
陽
光
発
電
の
割
合
が

23
～
29
％
程
度
と
高
い
水
準
を
示
し
て
お

り
（
図
２
）
、
太
陽
光
発
電
の
重
要
性
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
と
い
う
。

  

「
太
陽
光
発
電
は
発
電
コ
ス
ト
や
利
便
性

の
観
点
か
ら
、
他
の
発
電
方
法
に
比
べ
て

優
位
で
す
。
第
７
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
で
は
、
２
０
４
０
年
に
２
０
３
Ｇ
Ｗ
～

２
８
０
Ｇ
Ｗ
の
太
陽
光
発
電
導
入
が
目
標

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
今
後
、
年
間

約
８
〜
13
Ｇ
Ｗ
ず
つ
の
導
入
が
必
要
と
な

る
計
算
で
、
設
置
可
能
な
新
築
住
宅
は
ほ

ぼ
全
棟
、
工
場
な
ど
も
新
築
で
６
割
以
上

世界で再生可能エネルギーの導入が進む中、
日本でも、東日本大震災以降のおよそ10年間で、

電源構成における再生可能エネルギーの比率は10.4％から23％へと増加。
また、2025年2月に閣議決定された「第7次エネルギー基本計画」では、

2040年に再生可能エネルギーの割合を全体の40～50％とする見通しを示しており、
主力電源化に向けた取り組みは今後ますます加速するだろう。

今号では、日本の再生可能エネルギーの中で最も導入比率の高い
太陽光発電に関する動向やトピックスについて、識者に話を伺った。

ソーラーシフトは進むのか？！
太陽光発電の動向を探る

特  集

発
電
し
た
電
気
を
固
定
価
格
で
買
い
取
る

Ｆ
Ｉ
Ｔ
と
は
異
な
り
、
再
エ
ネ
発
電
事
業
者

が
卸
電
力
市
場
な
ど
で
売
電
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
市
場
価
格
に
一
定
の
プ
レ
ミ

ア
ム
を
上
乗
せ
し
て
売
電
で
き
る
仕
組
み

が
Ｆ
Ｉ
Ｐ
だ
。
市
場
価
格
が
高
い
時
に
売

電
す
れ
ば
高
収
益
を
見
込
む
こ
と
も
で
き

る
こ
と
か
ら
、
移
行
が
促
進
さ
れ
て
い
る
。

  

「
Ｐ
Ｐ
Ａ
は
、
電
気
の
使
用
者
で
あ
る
需

要
家
が
所
有
す
る
屋
根
や
土
地
に
Ｐ
Ｐ
Ａ

事
業
者
が
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、

運
用
し
ま
す
。
需
要
家
は
自
家
消
費
分
を

電
気
料
金
と
し
て
事
業
者
に
支
払
う
、
第

三
者
所
有
モ
デ
ル
と
称
さ
れ
る
ス
キ
ー
ム
の

一
つ
で
す
。
Ｐ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
た
太
陽
光
発

電
設
備
の
導
入
は
堅
調
に
拡
大
し
て
お
り
、

今
後
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る
で
し
ょ
う
」

　

次
世
代
技
術
と
し
て
は
、
建
材
一
体
型

太
陽
電
池
（
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｖ
）
の
開
発
が
進
ん

で
い
る
。
機
能
だ
け
で
な
く
デ
ザ
イ
ン
性

を
兼
ね
備
え
た
製
品
も
あ
り
、
屋
根
一
体

型
で
は
積
載
面
積
を
増
や
せ
る
な
ど
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。
次
世
代
型
太
陽
電
池
と

し
て
注
目
の
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池

（
図
３
）
に
つ
い
て
は
、
性
能
面
や
安
定
性

の
課
題
か
ら
実
用
化
に
は
や
や
時
間
が
か

か
る
見
通
し
だ
と
い
う
が
、
使
い
方
の
裾

野
を
広
げ
る
可
能
性
が
期
待
さ
れ
る
。

住
宅
業
界
に
電
力
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
者
と
し
て
の
役
割
を
期
待

  

「
太
陽
光
発
電
の
さ
ら
な
る
普
及
に
向
け

て
は
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
関
わ
る
課
題
が

あ
り
ま
す
。
景
観
や
環
境
破
壊
な
ど
の
一

部
の
事
案
に
よ
る
負
の
イ
メ
ー
ジ
解
消
に

向
け
、
政
府
は
不
適
切
事
案
に
対
す
る
法

的
規
制
の
強
化
な
ど
を
進
め
る
一
方
で
、

地
域
共
生
や
環
境
配
慮
型
の
導
入
に
は
継

続
支
援
の
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
３
０
年
代
後
半
に
見
込
ま
れ
る
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
大
量
廃
棄
問
題
に
つ
い
て
は
、

回
収
と
分
別
の
仕
組
み
構
築
が
不
可
欠
で

す
。
こ
れ
ら
の
ス
キ
ー
ム
づ
く
り
は
、
長

期
的
な
視
点
で
再
エ
ネ
導
入
を
成
功
さ
せ

る
た
め
の
鍵
と
な
る
は
ず
で
す
」

　

今
後
、
太
陽
光
発
電
の
適
地
不
足
も
課

題
と
な
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
非

住
宅
で
は
駐
車
場
や
農
地
な
ど
で
本
来
の

機
能
を
維
持
し
な
が
ら
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
す
る
「
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
」（
図
４
）

が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
そ
う
だ
。

  

「
住
宅
関
連
事
業
者
に
は
、
太
陽
光
発
電

設
備
の
販
売
の
み
の
ビ
ジ
ネ
ス
か
ら
電
力

供
給
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
継
続
的
に
行
う

〝
サ
ー
ビ
ス
〟
提
供
モ
デ
ル
へ
と
転
換
し
、

電
力
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
し
て
の
役
割
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
設
備
の
定
期
点
検
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
は
長
寿
命
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
流
通
事
業
者
が
使

用
済
み
パ
ネ
ル
の
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク

ル
の
た
め
の
分
別
・
回
収
の
役
割
を
担
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
太
陽
光
発
電
の
普
及

に
係
る
課
題
解
消
に
大
き
く
貢
献
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

出所：電力広域的運営推進機関「全国及び供給区域ごとの需要想定」（2025年度）

出所：第7次エネルギー基本計画を基に
           資源総合システムが作成

株式会社資源総合システム
太陽光発電事業支援部  部長

上席研究員

杉渕 康一 氏

2023年度
（速報値）

火力
68.6％

太陽光を除く
再エネ13.1％

原子力  8.5％

太陽光  9.8％

2030年度
（見通し）

火力
41％

原子力
20～22％

太陽光を除く再エネ
22％

太陽光を除く再エネ
17～21％

太陽光  14～16％
太陽光
23～29％

水素・アンモニア  1.0％

2040年度
（見通し）

火力
30～40％

原子力
20％

再エネ
36～38％

再エネ
22.9％

再エネ
40～50％

●直近10年間で変換効
率が約1.5倍に向上

●国内の一部企業では
2025年度中に事業化
を開始

【想定される用途の一例】
建物壁面 モビリティー IoTデバイス

フィルム型

隙間を空けて太陽光パネルを設置すれ
ば、営農が可能。お茶栽培においては
遮光用途としても活用されている。ま
た、農地での再エネへの取り組みが環
境価値として評される事例もある
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日本の電力需要は、省エネを見込んでもなお、
データセンターや半導体工場の新増設等により、増加が見込まれる

7,800

8,000

8,200

8,400

8,600

8,800
億kWh

8,059億kWh
（2024年度）

8,524億kWh
（2034年度）

※実線は実績、点線は想定値

465億kWh
（約6％）増加
（2024年度比）

2023年度
時点の想定
（増加傾向）

2022年度
時点の想定
（減少傾向）

2024年度
時点の想定
（増加傾向）
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「
低
圧
リ
ソ
ー
ス
の
参
入
は
〝
今
ま
で
使

え
な
か
っ
た
も
の
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
〟
と
い
う
選
択
肢
の
拡
大
で
あ
り
、
今

後
は
こ
れ
ら
の
リ
ソ
ー
ス
を
国
全
体
と
し

て
ど
う
活
用
す
る
か
の
政
策
判
断
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」（
駒
田
氏
）

来
目
的
で
の
使
用

に
制
約
が
生
じ
る

と
い
う
ト
レ
ー
ド

オ
フ
が
あ
る
こ
と

も
理
解
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
」（
村
上
氏
）

　

需
要
者
側
が
持
つ

分
散
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
を
束

ね
て
大
型
発
電
所
の

よ
う
に
電
力
供
給
や

需
給
調
整
な

ど
の
機
能
を

提
供
す
る
Ｖ

Ｐ
Ｐ
（
バ
ー

チ
ャ
ル
パ

ワ
ー
プ
ラ
ン

ト
）
に
お
い

て
は
、
需
給

調
整
に
活
用

で
き
る
リ

ソ
ー
ス
が
拡

大
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｖ
Ｐ
Ｐ
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
と

い
う
観
点
か
ら
今
後
の
電
力
シ
ス

テ
ム
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

と
に
な
り
ま
す
。
多
数
あ
る
リ
ソ
ー
ス
の

中
で
、
ど
れ
を
ど
の
よ
う
に
制
御
す
る
か

と
い
う
仕
組
み
作
り
も
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー

の
役
割
と
な
り
ま
す
」（
駒
田
氏
）

太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
に

新
た
な
価
値
が
生
ま
れ
る

  

「
低
圧
リ
ソ
ー
ス
の
市
場
参
入
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
自
家
消
費
・
災
害
対
策
等
が
主

目
的
だ
っ
た
太
陽
光
発
電
や
家
庭
用
蓄
電

池
が
、
収
益
を
生
む
資
産
と
な
る
可
能
性

が
生
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
有
者
は
本

ご
と
の
正
確
な
性
能
評
価
が
難
し
く
、
こ

れ
が
実
質
的
な
参
入
障
壁
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
一
つ
が〝
機
器
個

別
計
測
〟
だ
。
蓄
電
池
な
ど
の
各
機
器
に
直

接
メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
そ
の
機
器
単
体

の
出
力
を
正
確
に
計
測
す
る
方
法
で
、
こ

れ
に
よ
り
低
圧
リ
ソ
ー
ス
の
性
能
を
正
し
く

評
価
し
て
取
引
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

  

「
各
機
器
に
取
引
用
の
計
測
メ
ー
タ
ー
を

設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
、
ま
た
、
計

測
デ
ー
タ
の
送
信
は
受
電
点
の
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
機
能
を
活
用
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
各
機
器
の
計
測
メ
ー
タ
ー
や
デ
ー

タ
を
連
携
す
る
関
連
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
、

市
場
へ
の
応
札
を
希
望
す
る
事
業
者
と
な

る
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
な
ど
が
準
備
す
る
こ

場
取
引
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
た
『
低
圧
リ

ソ
ー
ス
』
が
参
入
可
能
に
な
る
こ
と
で
す
。

多
数
の
小
規
模
リ
ソ
ー
ス
を
集
約
（
ア
グ

リ
ゲ
ー
ト
）
し
て
市
場
の
最
低
応
札
量
で

あ
る
１
Ｍ
Ｗ
以
上
に
ま
と
め
る
こ
と
で
、

取
引
が
可
能
に
な
り
ま
す
」（
駒
田
氏
）

　

低
圧
リ
ソ
ー
ス
と
は
、
一
般
家
庭
や
小

規
模
事
業
所
の
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電

池
・
電
気
給
湯
器
、
電
気
自
動
車
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
を
指
す
。
低
圧
リ
ソ
ー

ス
が
こ
れ
ま
で
市
場
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
理
由
は
、
膨
大
な
数
の
小
規
模
リ
ソ
ー

ス
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
る
点
に
加
え
、

そ
の
“
計
測
方
法
”
に
あ
る
。
電
力
の
取

引
は
電
気
が
入
っ
て
く
る
大
元
の
引
き
込

み
線
に
あ
る
「
受
電
点
」
で
計
測
が
行
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、 

家
庭
内
の
消
費
電

力
と
太
陽
光
発
電
な
ど
の
発
電
量
が
合
算

さ
れ
て
計
測
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
機
器

家
の
使
用
量
変
動
な
ど
様
々
な
要
因
で
必

要
と
な
り
ま
す
」（
村
上
氏
）　

　

需
給
調
整
市
場
で
取
引
さ
れ
る
調
整
力

は
、
大
き
く
３
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
短
期

間
で
の
急
激
な
需
給
変
動
に
対
応
し
秒
単

位
で
迅
速
に
反
応
で
き
る
「
一
次
調
整

力
」
、
数
分
か
ら
十
数
分
の
時
間
枠
で
調

整
す
る
「
二
次
調
整
力
」
、
15
～
30
分
の

需
給
誤
差
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
予

測
誤
差
へ
の
対
応
に
利
用
さ
れ
る
「
三
次

調
整
力
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
厳
密
な
要
件
が

定
義
さ
れ
て
い
る
。

新
た
な
電
力
の
計
測
方
法
で

低
圧
リ
ソ
ー
ス
の
参
入
が
可
能
に

　

需
給
調
整
市
場
に
お
け
る
買
い
手
は
一

般
送
配
電
事
業
者
、
売
り
手
が
電
源
等
を

保
有
す
る
発
電
事
業
者
や
ア
グ
リ
ゲ
ー

タ
ー
な
ど
だ
。
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー
と
は
、

多
数
の
小
規
模
電
源
や
需
要
家
の
需
給
調

整
能
力
を
束
ね
、
一
つ
の
調
整
力
と
し
て

提
供
す
る
事
業
者
の
こ
と
。
電
気
の
需
要

と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
常
に
保
つ
た
め
に

重
要
な
役
割
を
担
う
需
給
調
整
市
場
だ

が
、
従
来
制
度
は
応
札
量
の
不
足
や
応
札

し
に
く
い
仕
組
み
な
ど
が
あ
り
、
経
済
産

業
省
で
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。

  

「
２
０
２
６
年
度
か
ら
新
制
度
が
開
始
予

定
で
、
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
市

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
一
環
と
し
て
効
率

化
を
目
指
し
、
２
０
２
１
年
４
月
に
市
場

化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
エ
リ

ア
を
超
え
て
広
域
的
に
効
率
よ
く
調
達
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
駒
田
氏
）

　

調
整
力
と
は
、
一
般
送
配
電
事
業
者
の

指
示
に
基
づ
き
、
出
力
の
調
整
が
で
き
る

電
力
リ
ソ
ー
ス
を
指
す
。
具
体
的
に
は
、

発
電
設
備
や
蓄
電
池
、
需
要
家
に
よ
る
節

電
な
ど
だ
。
例
え
ば
、
出
力
１
０
０
で
稼

働
中
の
発
電
機
に
対
し
、
出
力
１
１
０
へ

引
き
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
が
調
整

力
に
該
当
し
、
一
般
送
配
電
事
業
者
か
ら

の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
、
確
実
に
対
応
で

き
る
よ
う
常
に
〝
動
け
る
状
態
〟
で
待
機

さ
せ
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

  

「
調
整
力
は
、
太
陽
光
を
は
じ
め
気
象
条

件
に
よ
っ
て
出
力
が
変
動
す
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
予
測
誤
差
に
対
し
て

は
も
ち
ろ
ん
、
発
電
所
ト
ラ
ブ
ル
や
需
要

電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を

調
整
す
る
需
給
調
整
市
場

　

電
気
は
大
量
に
た
め
て
お
く
こ
と
が
難

し
く
、
安
定
供
給
の
た
め
に
は
電
気
の
使

用
量
（
需
要
）
と
、
発
電
量
（
供
給
）の
バ
ラ

ン
ス
を
常
に
保
つ
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
需
給

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
と
周
波
数
が
乱
れ
、
設

備
の
故
障
や
停
電
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
る
。

  「
需
給
調
整
市
場
と
は
、
電
力
の
使
用
量
・

供
給
量
の
計
画
値
と
実
績
値
の
バ
ラ
ン
ス

を
取
る
た
め
に
必
要
な
『
調
整
力
』
を
、
一

般
送
配
電
事
業
者
＊
が
調
達
す
る
た
め
の
市

場
で
す
。
例
え
ば
、
小
売
電
気
事
業
者
が

顧
客
の
た
め
に
２
ｋ
Ｗ
ｈ
を
調
達
し
た
が
、

実
際
の
使
用
量
が
１
ｋ
Ｗ
ｈ
だ
っ
た
場
合
、

差
分
の
１
ｋ
Ｗ
ｈ
に
対
応
す
る
た
め
の
調
整

力
を
取
引
す
る
場
と
な
り
ま
す
。
従
来
は

一
般
送
配
電
事
業
者
が
エ
リ
ア
ご
と
に
公

募
で
調
整
力
を
調
達
し
て
い
ま
し
た
が
、

需
給
調
整
市
場
への
低
圧
リ
ソ
ー
ス
参
入
で

家
庭
用
蓄
電
池
が
収
入
を
生
む
資
産
に
な
る
⁈

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
不
安
定
な
出
力
を
補
い
安
定
し
た
電
力
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
に
、

２
０
２
１
年
に
開
設
さ
れ
た
需
給
調
整
市
場
。
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
こ
の
市
場

で
は
、
２
０
２
６
年
度
か
ら
新
た
な
調
整
力
と
し
て
家
庭
用
蓄
電
池
や
電
気
自
動
車
な
ど
の「
低

圧
リ
ソ
ー
ス
」が
参
入
可
能
と
な
る
予
定
だ
。
電
力
安
定
供
給
の
司
令
塔
と
し
て
の
役
割
を
担

う
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関
に
市
場
や
新
制
度
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス 

①

ソーラーシフトは進むのか？！
太陽光発電の動向を探る

特  集特  集

電力広域的運営推進機関
企画部  マネージャー

駒田 武大 氏

電力広域的運営推進機関
企画部  副マネージャー

村上 直紀 氏
＊	一般送配電事業者：発電所から需要家のところまで、送電線や配電線などで電気を送り届ける事業者。全国を10
の供給区域に分け、北海道は北海道電力ネットワークなど、一つの供給区域に一つの事業者が決められている

売り手 買い手

低圧リソース
2026年度より参入可能に

発電リソース

蓄電池リソース

VPP（バーチャルパワープラント）
DR（デマンドレスポンス※）

発電事業者や
アグリゲーターなど 一般送配電事業者

必要となる
調整力を提示

応札

需
給
調
整
市
場

家庭用太陽光発電・
蓄電池 電気給湯器

※需要者側が電力使用量を制御し、需給バランスを調整する方法

電気自動車
生産設備 自家発電設備 蓄電池

などなど

ヒートポンプ
給湯器

電気自動車

一般家庭用

生産設備

自家発電設備
太陽光発電

蓄電池照明

空調

一般送配電事業者 小売電気事業者 再生可能エネルギー発電事業者 需要家

●調整力提供
●電力品質維持

アグリゲーション
コーディネーター

●インバランス回避
●供給力提供 ●出力抑制回避 ●電気料金削減

●再エネ有効活用

VPPにより提供されるサービス（例）
低圧リソースの活用が可能に

リソース
アグリゲーター

リソース
アグリゲーター

リソース
アグリゲーター

コージェネレーション
システム
（燃料電池等）

電気・情報の流れ

◦調整力のイメージ　

◦需給調整市場の仕組み

◦VPPのイメージ

調整力
・工場・家庭等による電気使用の増減
・発電量の増減
・蓄電池（充放電）　など

需要

需要

需要 発電

需要 発電
発電

発電

需給バランス

出所：資源エネルギー庁の資料を基に編集室が作成

出所：資源エネルギー庁のWebを基に編集室が作成
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ヤ
ー
ド
を
設
置
し
て
貨
物
を
集
約
し
た
り
、

共
同
輸
送
な
ど
の
工
夫
で
輸
送
量
を
上
げ

た
り
し
な
が
ら
コ
ス
ト
を
抑
え
る
構
想
な

ど
を
検
討
し
て
い
く
。

  

「
利
用
に
つ
い
て
は
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
が

理
想
的
で
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
は
確

立
さ
れ
つ
つ
あ
る
一
方
、
道
内
に
は
ガ
ラ

ス
製
造
メ
ー
カ
ー
の
工
場
が
な
く
、
リ
サ

イ
ク
ル
し
た
ガ
ラ
ス
を
道
外
に
輸
送
す
る

コ
ス
ト
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
回

収
と
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、

道
内
循
環
に
よ
る
地
産
地
消
を
目
指
し
、

新
用
途
も
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
義
務
化

に
向
け
た
法
案
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
北
海
道
内
で
の
ス
キ
ー
ム
を
早
期
に

構
築
し
た
い
で
す
ね
。
現
在
、
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
で
は
住
宅
関
連
企
業
の
会
員
が
い

な
い
た
め
、
参
加
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

住
宅
事
業
者
に
は
、
積
極
的
な
リ
サ
イ
ク

ル
材
の
採
用
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
結
果

と
し
て
、
消
費
者
の
意
識
改
革
に
つ
な
が

り
、
リ
サ
イ
ク
ル
材
の
商
品
化
も
進
む
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

そ
こ
で
、
大
量
廃
棄
を
見
据
え
実
効
性

あ
る
ス
キ
ー
ム
の
確
立
に
向
け
て

２
０
２
５
年
４
月
に
設
立
さ
れ
た
の
が
、

「
使
用
済
太
陽
光
パ
ネ
ル
資
源
循
環
推
進
・

北
海
道
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
だ
。
個
々
の

事
業
者
に
よ
る
課
題
解
決
は
困
難
と
考

え
、
北
海
道
に
お
け
る
使
用
済
み
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
資
源
循
環
を
連
携
さ
せ
て
推
進

す
る
。
民
間
主
体
と
い
う
、
他
の
地
域
で

は
ま
だ
あ
ま
り
例
が
な
い
取
り
組
み
だ
。

  

「
道
内
の
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
や
電
力

会
社
、
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
18
社
で
設

立
し
、
現
在
で
は
道
外
事
業
者
も
含
め
て

28
社
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動

は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
排
出
見
込
み
量
の

把
握
や
収
集
運
搬
方
法
及
び
中
間
保
管
拠

点
の
検
討
、
リ
サ
イ
ク
ル
手
法
の
検
討
、

制
度
課
題
の
整
理
、
普
及
啓
発
な
ど
で

す
。
ま
ず
は
課
題
の
共
有
や
基
礎
と
な
る

情
報
収
集
な
ど
に
取
り
組
み
、
ワ
ー
キ
ン

グ
チ
ー
ム
を
設
置
し
な
が
ら
具
体
的
な
解

決
策
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
」

道
内
循
環
に
よ
る
地
産
地
消
へ

 　

ま
ず
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
、“
回
収
”

と
“
利
用
”
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

か
だ
。
回
収
で
は
、
広
域
収
集
の
効
率
化

が
鍵
と
な
る
。
単
独
企
業
で
は
コ
ス
ト
が

高
く
な
る
た
め
、
中
間
拠
点
に
ス
ト
ッ
ク

設
置
さ
れ
て
い
る
北
海
道
。
と
り
わ
け
苫

小
牧
市
や
釧
路
市
な
ど
、
太
平
洋
側
を
中

心
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
は
じ
め
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
導
入
が
拡
大
し
て
い
る
。
一
方
で
、

将
来
的
に
は
大
量
の
使
用
済
み
パ
ネ
ル
が

排
出
さ
れ
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

２
０
３
０
年
代
後
半
以
降
、
全
国
で
は
年

間
最
大
50
万
ト
ン
が
排
出
さ
れ
る
と
見
込

ま
れ
、
北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
に
よ
れ

ば
北
海
道
で
の
排
出
量
は
年
間
１
～
２
万

ト
ン
と
推
計
さ
れ
る
。

  

「
太
陽
光
発
電
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
北
海
道
で
は
使
用
済
み
パ
ネ
ル
の
リ

サ
イ
ク
ル
設
備
が
圧
倒
的
に
少
な
い
現
状

が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
い
つ
・
ど
こ
で
・

ど
れ
だ
け
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
排
出
さ
れ

る
の
か
を
見
通
し
に
く
く
、
広
域
分
散
型

と
い
う
地
域
特
性
の
た
め
、
回
収
や
リ
サ

イ
ク
ル
拠
点
ま
で
の
運
搬
コ
ス
ト
が
高
く

な
る
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
」

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
適
正
処
理
は

事
業
者
の
連
携
が
不
可
欠

　

広
大
な
土
地
に
恵
ま
れ
、
太
陽
光
発
電

の
好
適
地
と
し
て
数
多
く
の
発
電
設
備
が

民
間
主
体
の
コン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
で

使
用
済
み
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
再
資
源
化
を
目
指
す

２
０
２
４
年
５
月
、「
資
源
循
環
の
促
進
の
た
め
の
再
資
源
化
事
業
等
の
高
度
化
に
関
す
る

法
律
」が
施
行
さ
れ
た
。
国
は
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
を
認
定
し
、
再
資
源
化
等
の
全
国
的
な

展
開
を
後
押
し
す
る
方
針
だ
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
伴
い
、
今
後
、
大
量
廃
棄

が
見
込
ま
れ
る
使
用
済
み
太
陽
光
パ
ネ
ル
は
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
の

構
築
が
急
が
れ
る
。
地
域
の
特
性
や
課
題
を
踏
ま
え
た
資
源
循
環
の
構
築
を
進
め
る
、
北
海

道
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

使用済太陽光パネル資源循環推進・
北海道コンソーシアム  代表幹事

株式会社鈴木商会  取締役　

阿部  淳 氏

精錬・スクラップ
廃プラ　など

破砕 最終処分

ガラス製品
建設資材　など

排出者 リサイクラー

行政・金融　など

需要者など

再利用中間処理

パネル撤去・交換

システム解体

排出

金属スクラップ事業者
精錬事業者

再生ガラス事業者
など

分解・選別

破砕・選別

回収

収集・運搬

リサイクル

設置者
メンテナンス事業者
解体業者　など

収集運搬
事業者

リサイクル
事業者

スキーム（イメージ）

ト
ピ
ッ
ク
ス 

②

◦コンソーシアムの取り組み ソーラーシフトは進むのか？！
太陽光発電の動向を探る

特  集特  集
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島
県
広
島
市
、
世
界
遺
産
「
原
爆
ド
ー
ム
」
か
ら
東
へ

90
ｍ
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
複
合
商
業
施
設
「
お
り
づ
る

タ
ワ
ー
」。
そ
の
最
上
階
・
地
上
50
ｍ
に
あ
る
の
が
、
内

装
全
面
が
木
質
化
さ
れ
た
屋
上
展
望
台
「
ひ
ろ
し
ま
の
丘
」
だ
。
半
屋

外
空
間
で
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
床
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
ビ
ル
の
ワ

ン
フ
ロ
ア
な
が
ら
外
の
風
を
感
じ
、
木
の
ぬ
く
も
り
に
包
ま
れ
る
空
間

と
な
っ
て
い
る
。
丘
と
い
う
名
の
通
り
、
中
央
部
か
ら
外
周
に
か
け
て

高
低
差
を
つ
け
、
傾
斜
に
沿
っ
て
階
段
を
し
つ
ら
え
た
。
座
っ
て
眺
望

を
楽
し
む
場
所
の
確
保
と
同
時
に
、
空
間
を
絞
り
込
む
こ
と
で
、
瀬
戸

内
の
風
を
呼
び
込
ん
で
い
る
。
目
の
前
に
は
広
島
湾
に
注
ぎ
込
む
元
安

川
、
そ
し
て
平
和
記
念
公
園
が
望
め
る
。

　
１
９
７
８
年
に
建
設
さ
れ
た
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
広
島
マ
ツ
ダ
が
取
得

し
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
２
０
１
６
年
に
観
光
名
所
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
た
こ
の
場
所
。
被
爆
地
の
復
興
の
歴
史
、
広
島
の
豊
か
さ
を
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
屋
上
か
ら
の
景
色
に
心
奪
わ
れ
、
こ
の
景
色
を
世
界

中
の
人
に
見
て
ほ
し
い
と
い
う
オ
ー
ナ
ー
の
想
い
か
ら
「
お
り
づ
る
タ

ワ
ー
」
が
計
画
さ
れ
た
。

　
来
訪
者
が
情
緒
や
ぬ
く
も
り
を
感
じ
、
安
ら
げ
る
よ
う
に
、
内
外
装

に
地
場
産
材
を
中
心
と
す
る
木
材
を
使
用
。「
ひ
ろ
し
ま
の
丘
」
で
は
、

鉄
柱
を
ヒ
ノ
キ
材
で
囲
い
、
熱
処
理
に
よ
っ
て
強
度
を
高
め
た
ヒ
ノ
キ

材
を
床
に
、
天
井
に
は
不
燃
処
理
を
施
し
た
ス
ギ
材
を
使
用
し
、
耐
久

性
の
担
保
と
防
耐
火
に
対
応
し
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
10
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
今
も
、
日
々
受
け
る
陽
光
と
風
に
よ
っ
て
木
材
な
ら

で
は
の
風
合
い
を
深
め
て
い
る
。
あ
え
て
装
飾
を
施
さ
ず
木
肌
を
さ
ら

し
た
潔
い
内
装
は
、
ま
る
で
寺
社
仏
閣
や
神
殿
の
よ
う
に
清
廉
だ
。
床

は
日
々
拭
き
あ
げ
ら
れ
、
来
訪
者
を
迎
え
て
い
る
と
い
う
。

　
館
内
に
は
他
に
も
、
折
り
鶴
を
テ
ー
マ
に
し
た
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
や
、
自
ら
鶴
を
折
っ
て
投
入
す
る
「
お
り
づ
る
の
壁
」
な
ど
、
ユ
ニ
ー

ク
な
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
広
島
の
風
と
と
も
に
、

平
和
へ
の
祈
り
と
復
興
の
軌
跡
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
こ
の
場
所
は
広
島

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

おりづるタワー屋上展望台

「ひろしまの丘」

広
提供：おりづるタワー

広島県
広島市



付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる
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本　　社 	●	佐賀県嬉野市嬉野町
	 	 大字下宿乙738番地
創　　業 	●	1950年
資 本 金 	●	1,000万円
従 業 員 	●	80名
事業内容 	●	旅館業、飲食事業、リー

シング事業

を
巡
る「
テ
ィ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
い
う
企
画
へ
と

結
実
し
、
人
気
の
観
光
ツ
ア
ー
と
な
っ
て
い
っ
た
。

“
本
来
価
値
”を
踏
ま
え
た

事
業
変
革
で
経
営
危
機
か
ら
脱
却

  「
旅
館
と
い
う
資
産
を
活
用
す
る
べ
く
次
に
着
手

し
た
の
が
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業
で
す
。

本
業
で
は
労
働
生
産
性
向
上
を
目
指
し
て
団
体
旅

行
客
の
受
け
入
れ
を
や
め
、
個
人
客
に
シ
フ
ト
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
宴
会

場
や
客
室
が
眠
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
、

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
利
用
で
き
る
よ
う
オ
フ
ィ
ス
備

品
や
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
、
中
・
長

期
滞
在
で
き
る
宿
泊
プ
ラ
ン
な
ど
も
用
意
し
ま
し
た
」

︱
︱ 

同
館
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
が
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
一
歩
進
み
、
企
業
も
誘
致
し
て
い
る

点
だ
。
客
室
な
ど
を
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
に
改
修

し
、
現
在
で
は
東
京
の
企
業
な
ど
18
社
が
入
居
し

て
い
る
。
眠
っ
て
い
た
ス
ペ
ー
ス
を〝
働
く
場
所
〟

へ
と
進
化
さ
せ
、
利
益
を
生
む
資
産
へ
と
変
え
た
。

  「
さ
ら
に
全
国
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、

２
０
２
５
年
春
か
ら
敷
地
内
に
文
部
科
学
省
認
可

の
日
本
語
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。
運
営
主
体
は

東
京
の
職
業
紹
介
企
業
で
、
母
国
で
大
学
な
ど
を

修
了
し
た
ア
ジ
ア
５
カ
国
出
身
の
生
徒
40
人
を
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
２
年
間
で
語
学
や
日
本
文

化
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
履
修
の
他
、
茶
摘
み
な

ど
地
域
文
化
も
体
験
し
て
も
ら
い
、
労
働
力
不
足

が
課
題
の
嬉
野
を
支
え
る
人
材
育
成
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
す
で
に
地
元
旅
館
な
ど
か

ら
採
用
の
打
診
が
あ
り
、
卒
業
生
が
地
域
で
活
躍

す
る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

︱
︱ 

多
角
化
の
背
景
に
は
、
事
業
を
三
層
構
造

に
分
け
て
捉
え
る
３
代
目
の
考
え
方
が
あ
る
。
土

台
と
な
る
一
層
目
を
普
遍
的
価
値
で
あ
る「
地
域

資
源
」、
二
層
目
を
優
位
性
の
あ
る
価
値
と
し
て

「
２
万
坪
の
豊
か
な
土
地
」、
三
層
目
を「
事
業
・

商
品
」と
捉
え
る
。
自
身
の
職
務
は〝
２
万
坪
の

土
地
の
管
理
人
〟だ
と
い
う
。

  「
こ
の
土
地
の
上
で
で
き
る
事
業
の
可
能
性
を
追

求
し
た
結
果
が
、
現
在
の
姿
で
す
。
世
の
中
に
ど

う
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
抜
く
と
進
む

べ
き
道
は
見
え
て
く
る
。〝
自
社
の
本
来
価
値
〟の

見
極
め
が
、
事
業
を
成
功
へ
導
く
鍵
と
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

︱
︱ 

コ
ロ
ナ
禍
に
６
億
円
ま
で
落
ち
込
ん
だ
売

り
上
げ
も
、
13
億
円
ま
で
に
回
復
し
た
。
次
な
る

構
想
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現
だ
。

製
薬
会
社
と
連
携
し
て
館
内
に
調
剤
薬
局
を
開
設

し
、
嬉
野
温
泉
の
文
化
と
薬
剤
師
の
専
門
性
を
掛

け
合
わ
せ
た
新
た
な
価
値
創
造
を
目
指
す
。

  「
今
後
も〝
旅
館
〟と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、

地
域
の
文
化
を
次
世
代
に
つ
な
げ
、
地
域
課
題
の

解
決
や
新
た
な
価
値
創
造
に
向
け
て
何
が
で
き
る

か
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

︱
︱ 

こ
の
頃
に
事
業
承
継
の
バ
ト
ン
を
受
け
取
っ

た
の
が
３
代
目
の
嘉
元
氏
で
、
危
機
的
状
況
を
救

う
べ
く
変
革
に
乗
り
出
し
た
。
と
は
い
え
、
最
初

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
地
域
業
者
へ

の
未
払
金
な
ど
多
額
の
借
金
の
返
済
だ
っ
た
。〝
泥

船
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
〟と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
。
し
か
し
、
３
年
か
け
て
完
済
の
め
ど

が
た
っ
た
頃
、
地
域
貢
献
で
き
る
何
か
を
す
べ
き

だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
、
改
め
て
自

社
の
価
値
に
気
付
く
。

  「
自
然
豊
か
な
２
万
坪
の
敷
地
と
建
物
群
、
高
価

な
食
器
や
調
度
品
も
あ
る
。
加
え
て
、
旅
館
周
辺

は
歴
史
に
育
ま
れ
た
地
域
資
源
に
囲
ま
れ
て
い
ま

す
。
１
３
０
０
年
前
か
ら
湧
出
す
る
嬉
野
温
泉

と
、
５
０
０
年
前
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る
う
れ
し

の
茶
、
４
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
肥
前
吉
田
焼
と

い
う
、
３
つ
の
伝
統
文
化
が
共
存
す
る
唯
一
無
二

の
場
所
で
す
。
泥
船
ど
こ
ろ
か
と
ん
で
も
な
い〝
宝

船
〟だ
と
気
付
き
、
こ
れ
ら
を
生
か
す
た
め
旅
館

と
地
域
資
源
と
の
連
携
を
模
索
し
始
め
ま
し
た
」

︱
︱ 

２
０
１
６
年
、
地
域
の
関
係
者
を
説
得
し
て

回
り
、
特
産
品
で
あ
る
う
れ
し
の
茶
に
光
を
当
て

た「
嬉う

れ
し
の
ち
ゃ
ど
き

野
茶
時
」を
立
ち
上
げ
た
。
茶
農
家
が
淹
れ

た
お
茶
を
肥
前
吉
田
焼
で
楽
し
む
有
料
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
初
め
て
の
試
み
に
関
係
者
か
ら
は
不
安
の

声
が
あ
っ
た
も
の
の
大
盛
況
に
終
わ
り
、
う
れ
し

の
茶
の
本
来
価
値
を
茶
農
家
自
身
が
見
直
す
き
っ

か
け
に
も
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
場
所
を
同

館
内
か
ら
茶
畑
へ
と
移
し
、
お
茶
を
愉
し
む
空
間

３
つ
の
伝
統
的
地
域
資
源
と
連
携
し

魅
力
を
引
き
出
す
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

︱
︱ 

開
湯
約
１
３
０
０
年
と
い
う
由
緒
あ
る
佐

賀
県
の
嬉う

れ
し野の

温
泉
で
、
70
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ

温
泉
旅
館
の
和
多
屋
別
荘
。
２
万
坪
の
広
大
な
敷

地
の
中
に
１
０
０
を
超
え
る
ぜ
い
た
く
な
つ
く
り

の
客
室
を
持
ち
、
館
内
に
は
書
店
や
カ
フ
ェ
、
レ

ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
や
日
本
語
学
校
ま
で
あ
り
、
旅

館
で
あ
り
な
が
ら
複
合
施
設
の
よ
う
な
場
所
だ
。

斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
旅
館
に〝
泊
ま
る
〟以
外
の

新
た
な
価
値
を
創
造
し
、
経
営
危
機
か
ら
Ｖ
字
回

復
を
果
た
し
て
い
る
。

  「
か
つ
て
の
温
泉
地
は
団
体
旅
行
な
ど
で
に
ぎ
わ

い
、
当
館
も
１
９
８
０
年
代
に
は
年
間
売
り
上
げ

が
35
億
円
に
達
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
人
々
の

志
向
の
変
化
な
ど
に
よ
り
業
績
は
徐
々
に
低
迷

し
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本
大
震
災
を

経
て
２
０
１
３
年
に
は
経
営
危
機
に
陥
り
ま
し
た
」

株
式
会
社 

和
多
屋
別
荘

地域資源の魅力を再発見し
連携を図り、新たな価値を創造

レンタルオフィスや日本語学校などを
設け“宿泊”の枠を超えた旅館へ変革

遊休資産の有効活用で
事業を多角化し、次なる収益源を確保

ここが注目ポイント

“旅館”の概念を超えた革新的な発想で
事業変革と地域共創に挑戦する
老舗温泉旅館

代表取締役　

小原 嘉元 氏

館内には肥前吉田焼やうれしの茶を楽しめる茶寮・ショップ、書店、美術館の他、創
香体験などもできる

茶畑に点在する茶空間で茶農家に
よるティーセレモニーを体験する
「ティーツーリズム」 客室をレンタルオフィスに改修し企業を誘致

各客室の改装から家具や装飾
品の製作に至るまで、同館に常
駐する専任の大工が手掛ける事業を三層に分けて捉える「三層ストラクチャー（嬉野版）」

温泉
1300年

うれしの茶
500年

肥前吉田焼
400年

第一層　普遍的価値

2万坪の豊かな土地

第二層　圧倒的優位性

第三層　事業・商品

泊まる
旅館

1950年〜

通う
旅館

2021年〜

サテライト
オフィス
2019年〜

日本語
学校

2024年〜



＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

編集室より

■	送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
	 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー
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なかなか余裕が持てない朝の時間。いつも出るのがギリギリになってしまいま
す。髪を振り乱しながら最寄り駅までの約１キロを猛ダッシュ。電車に飛び乗り、
間に合った！と心をなでおろしながら、上がった息を必死に落ち着かせることに、
地味にストレスを感じる日々…でも見方を変えれば、寒さで身震いする間もな
く駅に着くころには体も温まって、運動にもなるなんて一石二鳥です。これも
立派な運動習慣と今年は何事もポジティブ思考でいきたいと思います。（E）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　宇都宮支店　ベルモール展示場

　2025年12月26日に閣議決定された「令和８年度税制改
正の大綱」に、住宅ローン減税をはじめとする住宅関連税制
の延長・拡充が盛り込まれた。今回の措置は、今後の国会に
おいて関連税制法の成立が前提となる。
■住宅ローン減税に係る改正の概要
⚫適用期限を5年間延長
	（2026年１月１日～2030年12月31日に入居した場合は
適用可能）

⚫2026年以降に入居する場合の措置
①	省エネ性能の高い既存住宅：借入限度額を引き上げ、子
育て世帯・若者夫婦世帯への借入限度額の上乗せ措置を
講じるとともに、控除期間を13年間に拡充する。

②	床面積要件：40㎡以上に緩和する措置を既存住宅にも
適用する。

	 （ただし、合計所得金額1,000万円超の者及び子育て世
帯等への上乗せ措置利用者は50㎡以上）

③	2028年以降に建築確認を受ける省エネ基準適合住宅：
適用対象外とする。

	 （登記簿上の建築日付が2028年６月30日までのものは
適用対象）

④	2028年以降に入居する場合：立地要件が土砂災害等の
災害レッドゾーンの新築住宅は適用対象外とする。

	 （建て替え・既存住宅・リフォームは適用対象）

　住団連は2024年度の「戸建注文住宅の顧客実態調査」報
告書を取りまとめ、公表した。同調査は顧客ニーズの変化の
把握を目的に行われており、今回は25回目となる。

［調査結果の要点］
⚫建築費
	 平均4,760万円で前年度より194万円上昇した。平均単価
は38.8万円／㎡と1.8万円増加し、2015年以降増加傾向が
続いている。

⚫平均顧客像
	 世帯年収と贈与額の減少に加え、建築費、住宅取得費が上昇
を続けており、延床面積を抑制するとともに、自己資金や借
入金を増やして対処している状況が読み取れる。
⚫住宅の階数
	「2階建て」（78.2％）、「平屋建て」（16.5%）、「3階建て」
（5.1%）、「4階建て以上」（0.2%）となっている。3年間続
けて「2階建て」の割合が低下する半面、平屋建ての割合が
高まっている。

⚫住宅購入の検討で特に重視した点
	 「住宅の間取り」が62.6％と最も高く、以下「地震時の住宅
の安全性」「住宅の広さ」「住宅の断熱性や気密性」の順となっ
ており、この傾向は前年度と大きく変わらない。

⚫ZEHの検討
	 「ZEHにした」は43.8%で最も割合が高く、増加傾向が続
いている。

⚫最新設備・建材・技術
	 顧客が採用したのは、「太陽光発電パネル」が86.2%と最も高
く、以下「蓄電池」（45.6％）、「HEMS」（33.1％）、「全館空調
システム」（29.5％）と続き、いずれも前年度より増加となった。
＜顧客が採用したもの（複数回答）＞

「2024年度 戸建注文住宅の顧客実態調査」報告書を公表
 —— 一般社団法人住宅生産団体連合会（住団連）

住宅ローン減税をはじめとする住宅関連税制の延長・拡充
—— 国土交通省

【控除率：0.7％】 2026（R8） 2027（R9） 2028（R10） 2029（R11） 2030（R12）

借
入
限
度
額
・
控
除
期
間

長期優良住宅・
低炭素住宅

新築

既存

ZEH水準
省エネ住宅

新築

既存

省エネ基準
適合住宅

新築

既存

その他住宅
新築

既存

所得要件 2,000万円

床面積要件 40㎡以上
（ただし、所得1,000万円超の者及び子育て世帯等への上乗せ措置利用者は50㎡以上）

立地要件 （2028年以降入居分から）土砂災害などの災害レッドゾーン※の新築住宅は適用対象外
（建て替え・既存住宅・リフォームは適用対象）

※	借入限度額のカッコ内は、子育て世帯等（＝「19歳未満の子を有する世帯」または「夫婦のいずれかが40歳未満の世帯」）
に適用される借入限度額

※	買取再販住宅は、新築住宅と同等の支援水準、リフォームの借入限度額・控除期間は2,000万円、10年
※	災害レッドゾーン：土砂災害特別警戒区域、地すべり防止区域、急傾斜地崩壊危険区域、浸水被害防止区域
	 災害危険区域（都市再生特別措置法に基づく勧告に従わないものとして公表の対象となった場合に限る）

4,500万円（5,000万円）×13年

3,500万円（4,500万円）×13年

2,000万円（3,000万円）×13年

3,500万円（4,500万円）×13年

支援対象外

3,500万円（4,500万円）×13年

2,000万円×10年

2,000万円（3,000万円）
×13年

支援対象外（ただし、2027年末までに
建築確認を受けたものなどは2,000万円×10年）

太陽光発電
パネル

77.5
85.3
86.2

蓄電池
25.7

42.8
45.6

宅配ボックス
21.1

エコキュート
26.2

22.7
25.6

HEMS
（ヘムス）

28.6
27.0

33.1

メンテナンス
フリー外壁

23.8
22.6
26.0

全館空調
システム

22.2
26.7
29.5

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90（％）

■ 全体2022（n=2,916）
■ 全体2023（n=2,452）
■ 全体2024（n=2,134）
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2025年
新設住宅着工戸数
740,667戸
 
前年比
6.5％減で
3年連続の減少200
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資金別

構造別
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民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金
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鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2025年12月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減
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プレハブ戸数

（利用別・千戸）
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582
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56,730
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0
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7,498
13
10
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320
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17,901
25,253
267

16,103
5,551
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54,496
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301

1,363
0

3,364
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21,816
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9
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10,564
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0
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8

63,570
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62,785
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741
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0

3,474
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0
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（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）
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